
教　育　委　員　会 

　教育委員会は、市の総合計画を基本とし、令和３年度から５年間の計画を定めた「那須烏山市教育

振興計画（Ⅲ期計画）」に基づき、学校教育及び生涯学習の諸施策の推進と、これらの事務事業の内

容充実に努めました。 

前年度に引き続き、市長と教育委員会が本市教育の課題及び目指すべき姿を共有し、連携して教育

行政を推進していくための「総合教育会議」を開催しました。 

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後は、これまで制限されてきた学校教育及び生涯学習

活動について、感染症対策を講じながら順次再開していきました。 

 

１８　学校教育課 

 

〔実施した施策・事業の内容及び成果並びに今後の目標及び課題〕 

（総務教育グループ） 

○　総務担当 

教育委員会の定例会議を行うとともに、地区教育委員会連合会等の研修会に参加しました。 

また、学力向上のための教育活動と学習支援の推進を図るため、市採用の会計年度任用職員（非

常勤講師、生活支援員、事務補助員、看護師）の配置を計画的に進めました。 

有用な人材の育成及び教育の機会均等を図るため「奨学資金制度」の適正な運用や、児童生徒の

健全な心身の発達を助長することを目的とした「すこやか表彰」を実施しました。 

少子化が進行している状況を鑑み、より良い教育環境を実現できる適正な学校規模・配置を検討

するため「学校適正規模等検討委員会」を設置しました。 

新型コロナウイルス感染症により中止していた「広島平和記念式典派遣事業」を３年ぶりに再開

しました。市内２中学校の生徒10名を広島県広島市に派遣し、広島平和記念式典に参列しました。

関係者の他、市民も参加できる派遣団員事後報告会を開催し、団員の感じた戦争の悲惨さと平和の

尊さの思いが、参加した市民と共有された有意義な報告会となりました。 

○　学校教育担当 

派遣受入れ先の事情で中高生海外派遣事業が中止となり、代替事業として福島県岩瀬郡天栄村に

ある体験型英語研修施設「ブリティッシュヒルズ」の語学研修事業を開催し、市内２中学校の生徒1

0名が参加しました。英国の文化・マナーに触れながら活きた英語を学びました。 

国のＧＩＧＡスクール構想により整備した児童生徒１人１台端末（令和３年度使用開始）の積極

的な利活用について、情報収集、研修等を行いました。 

学校施設の計画的な施設管理を行い、安全・安心で快適な教育現場を確保しつつ、適正な施設の

維持管理を行いました。 

今後とも、児童生徒が充実した教育を受けられるよう、各種制度の適正な運用に努めるとともに、

教育施設の充実を図っていきます。 

 

（指導支援グループ） 

○　指導支援担当 

全ての小中学校において学校訪問指導をはじめ、教職員研修の支援、教育相談等における助言及
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び関係諸機関への円滑な連携を支援しました。 

令和５年度は、学力向上に関する研修をすべて予定通り実施することができました。宇都宮大学

との連携による中学生部活動･学習サポート事業では、参加生徒や指導者の大学生の安全・安心を確

保しながら、対面による部活動指導や学習指導を実施することができました。また、教員の授業力

向上を図ることを目的としたスーパーティーチャー研修では、先進地（福井市）視察研修を実施し、

小中連携の取組事例や主体的な児童生徒の育成を目指した学習活動について見識を深めることがで

きました。 

英語教育推進事業では、英語力を検証する機会を設けるために日本英語検定協会による英語検定

の検定料の補助対象を小学５年生から中学３年生までで実施し、英語教育の更なる充実を図りまし

た。また、２名の英語専科教員が全ての小学校で英語の授業を担当し、毎月１回の英語専科研修を

とおして、より充実した英語学習を進めることができました。 

今後とも、教職員の資質の向上のための指導及び助言、研修を充実させるとともに、新しい時代

に対応した教育や地域の特色を生かした教育の充実を図っていきます。 

○　すこやか推進担当 

特別支援教育の推進、児童生徒等の教育相談や就学発達相談、不登校適応指導教室の充実に取り

組みました。作新学院大学との連携により、積極的に各小中学校、幼稚園・保育園や関係機関に働

きかけ、特別支援教育の啓発も図りました。会計年度任用職員等研修会では、教職員のスキルアッ

プを目指した研修を実施し、更なる特別支援教育の充実を図りました。 

今後とも、各小中学校や各関係機関との連携を図り、子どもたち一人一人が楽しく学び、いきい

きと生活できるような環境を整えるため、特別支援教育の充実や教職員のスキルアップを図るなど、

ニーズに合った事業を実施していきます。 

 

（学校給食グループ） 

学校給食センターにおいては、日々の手洗い・消毒を徹底するなど、衛生面に配慮するとともに、

児童生徒に安全・安心な給食が提供できるよう努めました。 

さらには、給排気及び空調機や厨房機器、ボイラー、オイル用地下タンク等の保守点検等を行う

ことにより、施設の維持管理に努めました。 

給食費については、新型コロナウイルス感染症による経済的な影響を考慮し、児童生徒の保護者

の経済的負担の軽減を図る為に、児童生徒一人当たり、月額２千円の軽減を実施しました。 
また、給食食材の高騰により成長期にある児童生徒に栄養バランスが摂れた豊かな給食提供がで

きなくなる恐れがあるために、給食食材高騰分を助成しました。 
食育については、学校栄養士による食に関する指導として、要望のあった学年・クラスを対象に

家庭科の授業に参加しました。また、各小中学校の学年・クラスを対象に給食の時間に訪問し、指

導を実施しました。 

アレルギー対応については、卵・乳を除去・代替等に対応した「食物アレルギー専用給食」を提

供しています。また、卵・乳以外の「食物アレルギー指導給食」についても、専用給食同様に毎月

詳細献立を保護者に確認していただくなどの対応をとっています。 

今後とも、成長期の児童生徒に、栄養バランスの取れた安全で安心な学校給食の提供に努めてい

きます。  
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⑴　総務 

①　教育費決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％） 

（注）この欄は、学校教育課所管のみ。（人件費含む。） 

 

②　教育委員活動状況 

ア　市教育委員会定例会関係（議案件数）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回・件） 

 

イ　教育委員会連合会関係（教育長含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回・人） 

 

③　奨学資金制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 

④　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業（スクールガードリーダー）（令和６年３月31日現在） 

 

 
区　　　分

令和４年度 令和５年度 比　較

 金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額

 教 育 委 員 会 費 1,097 0.2 1,047 0.1 △50

 事 務 局 費 184,425 26.3 219,777 30.2 35,352

 小 学 校 管 理 費 195,205 27.8 200,217 27.6 5,012

 小 学 校 教 育 振 興 費 16,895 2.4 17,858 2.5 963

 中 学 校 管 理 費 117,745 16.8 111,424 15.3 △6,321

 中 学 校 教 育 振 興 費 15,998 2.3 18,778 2.6 2,780

 学 校 給 食 費 169,553 24.2 157,509 21.7 △12,044

 合　　　計 700,918 100.0 726,610 100.0 25,692

 開　催 
回　数

予算 
関係

条例 
改廃

規則 
改廃

区域外 
就　学

指定校 
変  更

要保護 
等認定

人事 
案件

その他

 13 5 0 3 7 5 5 11 5

 区　　　　　分 回数 参加者 備　　　　　　　　　考

 塩谷南那須地区教育委員連合会研修会 1 3 10月４日　矢板市生涯学習館

 対 象 者 人　数 奨学金給付額内訳 備　　考

 高 校 生 6 年額 100,000円× 6人＝　600,000円 新規２、継続４

 
短大・大学生 15

年額 200,000円×14人＝2,800,000円 新規５(内１名は上半期

分のみ給付)、継続10  年額 100,000円× 1人＝　100,000円

 合　　計 21 　　　　　　　　　　　3,500,000円

 氏　　　名 担当学校区 担当小学校

 網　野　　　榮 江川小学校区 江川小学校

 久　郷　　　浩 荒川小学校区 荒川小学校

 大　谷　広　行 境小学校区 境小学校

 山　村　敏　明 烏山小学校区 烏山小学校

 小　室　光　夫 七合小学校区 七合小学校
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⑤　子ども見守り隊ボランティア事業　　　　　　（令和６年３月31日現在、単位：人） 

 

⑥　会計年度任用職員配置事業　　　　　　　　　　　　　（令和６年３月31日現在、単位：人） 

※ 非常勤講師＝特別な支援を要する児童生徒がいる通常学級や特別支援学級に配置する 

※ 生活支援員＝児童の環境変化に対する適応と基本的生活習慣の形成を図るため配置する 

　　※ 事務補助員＝学校全般の事務を行うために配置する 

　　※ 看護師＝医療的ケアが必要な児童のための看護師を配置する 

 

⑦　児童生徒表彰（すこやか表彰）事業　　　　　　　　（単位：回・人） 

 

⑵　学校教育 

①　市立学校一覧 

ア　小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年５月１日現在、単位：人・クラス） 

※ 充指導主事等を含む。市費の会計年度任用職員は除く。※ 特学は、児童数及び学級数とも内数。 

 担当学校区 令和４年度隊員数 増 減 令和５年度隊員数 比較

 江川小学校区 22 0 0 22 0

 荒川小学校区 8 0 0 8 0

 境小学校区 8 0 0 8 0

 烏山小学校区 19 0 0 19 0

 七合小学校区 3 0 0 3 0

 合　　計 60 0 0 60 0

 学校名 江川小 荒川小 境小 烏山小 七合小 南那須中 烏山中 合計

 非常勤講師 1 4 1 3 0 1 2 12

 生活支援員 1 2 0 2 2 0 0 7

 事務補助員 1 1 1 0 1 0 1 5

 看護師 0 0 0 1 0 0 0 1

 合計 3 7 2 6 3 1 3 25

 区　分 回　数 表彰者 備　　　　　考

 小学生 2 154 １･２学期に各学校で実施

 中学生 1 2 ３学期に各学校で実施

 
学校名 所在地 学校長名 児童数 学級数

県費職員 市 

職員
備　考  男 女 計

 江川小学校 下川井1001 山口　武彦 128 8 4 10 14 1 特学２

 荒川小学校 大金135-1 田島　弘行 237 13 8 14 22 0 特学３

 境 小 学 校 上境1404 相ケ瀬　浩 51 5 5 8 13 0 特学１

 烏山小学校 愛宕台2800 大金　　仁 362 15 9 18 27 1 特学２

 七合小学校 谷浅見910 生井　正子 126 8 5 10 15 0 特学２

 合　　計 ５校 904 49 31 60 91 2 特学10

 令和５年度 ５校 904 50 33 59 92 3 特学10

 比　　較 0 0 △1 △2 1 △1 △1 　0
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イ　中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年５月１日現在、単位：人・クラス） 

※ 充指導主事等を含む。市費の会計年度任用職員は除く。※ 特学は、生徒数及び学級数とも内数。 

 

②　遠距離通学補助事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人・円） 

　 

　③　烏山高校バス通学定期券購入費補助事業　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人・円） 

④　中学生派遣事業 

ア　広島平和記念式典派遣事業 

イ　中高生海外派遣事業（中止） 

ウ　中高生海外派遣事業代替事業 

 
学校名 所在地 学校長名 生徒数 学級数

県費職員 市 

職員
備　考  男 女 計

 南那須中学校 大金285 村上　哲大 219 10 10 14 24 0 特学２

 烏山中学校 南1-2810 藤田　　繁 326 14 18 12 30 1 特学４

 合　　計 ２校 545 24 28 26 54 1 特学６

 令和５年度 ２校 570 25 29 23 52 2 特学６

 比　　較 0 △25 △1 △1 3 2 △1 　0

 
学校名

児童生徒数
補　助　額 補 助 額 内 訳 備　考  令和４年度 令和５年度 比較

 

荒川小学校 34 30 △4 410,050

上半期208,500 

<対象児童数>30 

<補助単価>6,950 

下半期201,550 

<対象児童数>29 

<補助単価>6,950

鴻野山駅～ 

大金駅間 

 
バス路線名

申請者（年４回申請、延べ人数）
補　助　額 備　考

 令和４年度 令和５年度 比較

 市営バス（烏山高部線） 0 1 1 3,800

<実人数> 23
 市営バス（市塙黒田烏山線） 0 10 10 91,800

 那珂川町コミュニティバス 0 36 36 374,300

 合　　計 0 47 47 469,900

 実施時期 ８月５日～８月７日　３日間

 派 遣 先 広島県広島市

 

参 加 者

団長…藤田烏山中学校長　　事務局…学校教育課職員１名 

団員…10名 

<内訳>南那須中４名　烏山中６名

 実施時期  ２月17日～２月20日　４日間

 派 遣 先 福島県岩瀬郡天栄村　ブリティッシュヒルズ

 
参 加 者

中学生…10名　　事務局…学校教育課職員３名 

<内訳>南那須中７名　烏山中３名
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⑤　スクールバス運行状況　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年３月31日現在、単位：台） 

　※直営方式・・市職員が運行管理、運行委託・・運転手のみ業者委託 

　民間委託・・バス・運転手を業者委託 

 

⑥　就学援助費（扶助費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人・円） 

　 

 

⑦　小中学校の主な建設事業及び施設整備の概要　　　　　　　　　（100万円以上、単位：円） 

 

 

 

 学　校　名 バ ス 区 分 台 数 運行方法 備　　　　考

 

江川小学校
市有中型バス

１ 直営方式

 １ 運行委託 ㈱さくら

 市有ワゴン車 １ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 
荒川小学校 市有中型バス

１ 直営方式

 ２ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 
境 小 学 校

市有マイクロバス １ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 民間バス １ 民間委託 ㈱エフエー観光

 
烏山小学校

市有マイクロバス １ 運行委託 ㈱エフエー観光

 民間バス ４ 民間委託 ㈱仁井田観光

 七合小学校 民間バス ４ 民間委託 ㈱エフエー観光、㈱さくら

 

南那須中学校

市有マイクロバス １ 運行委託 ㈲大島観光バス

 市有ワゴン車 １ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 民間バス ４ 民間委託 ㈱仁井田観光

 

烏山中学校

市有マイクロバス １ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 市有マイクロバス １ 運行委託 ㈲大島観光バス

 市有ワゴン車 １ 運行委託 (公社)市シルバー人材センター

 民間バス ４ 民間委託 ㈱さくら、㈱仁井田観光

 
要保護 準要保護 特別支援

R6新１年生 

入学準備金
援助費

 小学校 6 75 22 6 4,692,974

 中学校 2 59 14 12 6,044,607

 合　計 8 134 36 18 10,737,581

 令和４年度 6 129 38 24 11,541,403

 比　較 2 5 △2 △6 △803,822

 学校名 事業名 事業費 請負業者名等

 
七合小学校 空調機修繕工事 1,375,000 ㈱関谷建設
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⑶　指導支援 

①　中学生部活動･学習サポート事業 

ア　実施状況 

○部活動サポート：南那須中学校…吹奏楽部　 烏山中学校…バレーボール部、柔道部 

○学習サポート　：英語検定３級以上を目指し、英語の指導を中心に学習支援を行う。 

　 　　　※ 中学２・３年生対象 

イ　運営状況 

○講　　　師　　宇都宮大学生（16名登録：部活動７名、学習９名） 

○通 学 方 法　　スクールバス（部活動用を使用） 

○事　務　局　　各校１名を配置（学校教育課職員） 

 

②　スーパーティーチャー育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

 

 

 区　分 生徒数 参加者数 参加率 実施日数 会　場

 南那須中 142人 17人 11.9％ ４日間 南那須中学校

 烏 山 中 229人 25人 10.9％ ４日間 烏山中学校

 合　計 371人 42人 11.3％

 研修期日 参加者 会　場 内　　　　容

 ５月23日 ８ 南那須庁舎 ・スーパーティーチャー育成事業について

 
６月６日 20 南那須庁舎

・授業参観（烏山小） 

・授業研究会

 ６月12日 ８ 南那須庁舎 ・指導案検討

 ６月26日 ８ 南那須庁舎 ・指導案検討

 
７月13日 18

南那須中学校 

烏山中学校

・研究授業 

・授業研究会

 ８月３日 ８ 南那須庁舎 ・指導案検討

 ９月11日 ８ 南那須庁舎 ・指導案検討

 10月16日 ８ 南那須庁舎 ・福井市の授業について

 
10月17日 17

七合小学校 

烏山小学校

・研究授業 

・授業研究会

 10月19日 

～10月21日
８

福井市立成和中、 

至民中、社南小

・福井市教育委員会との懇談 

・授業参観及び授業研究会への参加

 11月13日 11 南那須庁舎 ・福井市の授業について

 11月16日 

～11月18日
11

福井市立和田小、 

社西小
・授業参観及び授業研究会への参加

 11月28日 10 南那須庁舎 ・視察の振り返り

 １月29日 ８ 南那須庁舎 ・研修の振り返りと検証

- 210 -



③　英語コミュニケーション推進事業 

 

④　外国語指導助手（ＡＬＴ）派遣事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

 

⑤　英語教育推進事業（英語検定受験者数）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

　　※（　）は合格者数 

 

⑥　学校訪問 

　　教育行政努力目標達成のため、学校教育全般にわたり指導助言を行うとともに、学校の教育実

践上の課題について研究協議や援助指導を行いました。 

 

 区　　　　　分 人数 実施日 対象者 備　　　　考

 英語力向上のため

の研修 

（指導法研修Ⅰ）

19
７月３日 

９月７日

小学校英語専科教員 

中学校英語担当教員 

ALT

・講話　・研究授業 

・授業研究会・指導助言 

講師 

宇都宮大学　田村岳充 助教

 派遣業務委託業者 人数 派遣先 委託料

 ㈱ハートコーポレイション 7 小中学校、幼稚園、保育園 年額　26,678,530円

 　 ５級 ４級 ３級 準２級 ２級 準１級 １級 合計

 
第１回

中 学 生 0 23 28 6 1 0 0 58

 小 学 生 3 4 0 0 0 0 0 7

 
第２回

中 学 生 0 18 37 9 0 0 0 64

 小 学 生 4 3 1 0 0 0 0 3

 
第３回

中 学 生 0 20 34 8 0 0 0 62

 小 学 生 5 9 2 0 0 0 0 13

 
合　計

中 学 生 0 61(46) 99(53) 23(13) 1(0) 0 0 184(112)

 小 学 生 12(10) 16(11) 3(2) 0 0 0 0 31(23)

 区　分 訪　問　校 内　　　　容

 
諸帳簿閲覧訪問

９月12日　 

七合小　南那須中

各学校の管理関係諸帳簿及び教育課程、教育諸計画等

を閲覧し、指導・助言を行う。

 
授業訪問 ６月28日　烏山中

４年に一度､授業参観、授業研究等を通して、質の高い

学びの実現に向けた指導・助言を行う。

 
共同訪問 11月２日　荒川小

４年に一度､授業参観、授業研究等を通して、質の高い

学びの実現に向けた指導・助言を行う。（他市町の教育長出席）

 
要請訪問

10月18日　烏山中 

10月７日南那須中

学校の教育活動や教育研究を援助するため､要請に応

じて訪問し指導助言をする。

 

経営訪問
４月下旬～５月 

全小中学校

各学校における教育目標や具体策、校長の経営方針や学

習状況など、年度当初の学校の状況を把握することによ

り、当該情報を市教育委員会が行う今後の学校支援の一

助として活用する。
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⑦　「小規模特認校」制度 

　　　「小規模特認校」とは、「学校選択制」の一形態である「特認校制」のうち、小規模校において採

用されている制度です。 

　　教育委員会が就学校を指定する際に、学区以外の市内全域から児童生徒を受け入れる制度であり、 

令和４年度から「境小学校」を「小規模特認校」に指定し受け入れを開始しました。令和４年度は、

市内幼稚園・保育園、及び小学校にチラシを配布し、「小規模特認校制度相談会」並びに「授業見学

会」を境小学校で実施しました。 

 

　⑧　学校運営協議会委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年３月31日現在） 

 

ア　開催日及び内容 

 

⑷　すこやか推進室 

①　特別支援教育推進事業実施状況 

ア　通常学級ユニバーサルデザイン応援事業 

　　通常学級における指導場面や学級経営の中で、支援が必要な児童生徒とその他の児童生徒の 

育ちや学力を、いかに学校で支えるかについて研究協議や援助指導を行っています。 

 

 

 

 

 校区 学校名 保護者代表 地域住民代 地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 地域連携教員

 

南那須中学校区

江川小 広木　　希 菊地　栄一 青木　　滋 関　奈都子

 荒川小 鈴木　徳之 矢口　和美 山縣　佳恵 佐藤　　崇

 南那須中 角田　光俊 久郷　雅子 堀江裕弥子 平山　　崇

 

烏山中学校区

境小 平山　茂樹 石井　泰之 大谷　　実 大木　雅子

 烏山小 加藤　光一 黒須　正明 菅谷しのぶ 小森　敏行

 七合小 福田　信哉 黒須　正夫 髙徳　年子 平塚　　崇

 烏山中 加藤　誠一 大鐘　幸男 三森　紀子 石塚　英明

 第１回 ４月25日（南那須） 

４月25日（烏山）

①学校運営方針の承認　②小中一貫教育目標等の承認 

③年間活動の確認　　　④熟議題の決定

 第２回 11月13日（南那須） 

７月28日（烏山）

①グループによる意見交換 

②熟議

 第３回 ２月27日（南那須） 

２月９日（烏山）

①学校評価の説明 

②各校の地域連携活動の取組について

 事業区分 対象者 内　　　　容

 
小中学校巡回相談 小中学生

随時訪問、大学教授等による授業観察及びカンファレ

ンス

 幼稚園保育園巡回相談 年長児童 各園年１回、就学指導につなげるための訪問

 小学１年学級訪問 小学１年生 各クラス年１回、就学指導のフォローアップ
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イ　特別支援教育関係応援事業 

 

②　すこやか相談・教育相談センター「かけはし」の相談状況　　　　　　　　　　（単位：件） 

　　※ その他…家庭での不安、情緒面の不安定、クラスでの不適応など 

 

③　教育支援委員会実施状況　　　※那珂川町と共同設置 

ア　組　　織　　　教育支援委員13名、教育支援委員会専門調査員17名 

イ　運営状況　　　教育支援委員会（５回開催）、専門部会（27回開催） 

ウ　取扱事例　　　37事例（うち本市21事例） 

 

④　適応指導教室事業　　　※那珂川町と共同設置 

ア　通室者の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

イ　年間活動状況（主な内容・行事等） 

　　　◉ 年間を通して、学習相談、個別相談、奉仕作業、調理実習、植物栽培、屋外活動等の実施 

　　　◉ 夏休み体験ハイキング(８月)、ふれあいキャンプ(10月)、りんご狩り（10月）、社会科見学（1

1月）、県内適応指導教室交流学習(12月)、思い出旅行（２月） 

　◉ 学校と連携をとりながら、学期の始めと終わりの節目登校や、１箇月に１回以上のチャレンジ 

　　登校への促し 

ウ　施設 

　　　◉ 令和４年度から「旧境診療所」において開設。施設の改修や備品購入を実施。 

 

 

 事業区分 対象者 内　　　　容

 特別支援学級担任等研修会 担任・通級担当 年１回開催、研修及び情報交換

 特別支援学級訪問 特別支援学級 各クラス年１回、授業参観及びカンファレンス

 特別支援教育モデル事業 烏山小教員 作新学院大学連携事業

 会計年度任用職員等研修会 支援員 年２回開催、研修及び情報交換、資料提供

 
相談内容 件　数 延件数

方　　　法

 来　所 電　話 訪　問 合　計

 い じ め 0 0 0 0 0 0

 不 登 校 13 58 16 1 41 58

 就学関係 43 45 41 1 3 45

 そ の 他 13 49 14 3 32 49

 計 69 152 62 2 55 152

 
年　　度

那須烏山市 那珂川町

 小学生 中学生 合　計 小学生 中学生 合　計

 令和４年度 2 9 11 1 2 3

 令和５年度 1 9 10 2 2 4

 比　較 △1 0 △1 1 0 1
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⑸　学校給食センター 

　①　給食実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　   （令和６年３月31日現在、単位：食） 

　 

②　従事職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （令和６年３月31日現在、単位：人） 

　 

③　食に関する指導（令和５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回） 

 

④　給食センター社会科見学 

 

　⑤　食物アレルギー対応状況（令和５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 
運営方式 委託業者

給食提供数（教職員等を含む）

 小学校 中学校 計

 給食調理及び配送業務委託 ㈱東洋食品 1,057  613 1,670

 事務従事者（人） 調理等従事者（人）

 
県　費

市　費
合　計 調　理 配送・ボイラー 合　計  正職 会計年度任用

 1 2 1 4 19 4 23

 № 学校名 月日 対象 教科等 授業内容

 1 江川小 10月５日 ６年生 家庭科 １食分の食事について考えよう

 2
荒川小 10月23日

６年１組
家庭科 １食分の食事について考えよう

 3 ６年２組

 4
南那須中

12月11日
１年生 家庭科 調理実習

 5 12月13日

 6

烏山中 ７月７日

１年１組

家庭科 １食分の食事について考えよう  7 １年２組

 8 １年３組

 № 学校名 月日 対象 見学内容

 1 江川小 ６月20日 １年生  施設内見学・栄養士による説明

 食物アレルギー区分 小学生 中学生 合　計 備　　考

 専用給食 11 4 15 アレルゲン食材（卵・乳）

 指導給食 26 5 31

 計 37 9 46
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　⑥　学校給食会委員名簿                         　　　（令和６年３月31日現在） 

 

 № 役職名 職    　名 氏　 　名

 1 会　長 教育委員会 教育長 田代　和義

 2 副会長 小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 塩田　　太

 3 参　事 学校給食センター所長 五味淵　徹

 4 監　事 七合小学校校長 生井　正子

 5 監　事 南那須中学校校長 安藤　育夫

 6 委　員 教育委員会事務局 学校教育課長 大鐘　智夫

 7 委　員 学校給食センター 栄養教諭 桑島　祐美

 8 委　員 学校給食センター 栄養士 齋藤　則子

 9 委　員 小中学校ＰＴＡ連絡協議会副会長（烏山中校長） 藤田　　繁
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